
阿智村事務事業評価シート
担当者 櫻井　健 建設農林課 林務係

①事務事業の概要

H14 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

委託料 2,542
補助金 719

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 1,210 1,258 719 3,250 3,250

うち一般財源 697 1,258 186 2,120 2,120

うち補助金 513 533 1,130 1,130

うち個人負担
正規職員 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

臨時職員
③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定

必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 a

a

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
拡充

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 材の有効利用を絡めた事業の推進

定率補助を定額補助に見直すことで制度を利用して事業を実施する山林所有者の増加が見込める

A

補助残の2/3負担割合は妥当である

補助残の2/3負担割合を削減してほしい要望がある

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

補助金の交付は妥当である

A

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

村内森林経営者を対象としており妥当である。

3．地域を支える力強い産業の村／産業の振興／林業の振興

A

削減の余地はない

効率性を高める余地はない

判定理由

山林経営者からのニーズは高い。

森林の整備意欲の促進に効果的である

村民共有の財産として位置づけられる村有林を適期に施業することで、指標となる効果を高めると
ともに、優良材を育てることで将来的に収入増につながる
　個人の行う森林整備のが促進された

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

森林整備事業

総合計画での位置づけ

森林法　林業振興事業補助金交付要領　根拠法

山林経営者

実施目的 森林経営を維持するため、事業実施者が負担する経費の一部を村が補助することで、負担を軽減
し、継続的森林施業を促進し、担い手の確保を図る。
村民共有の財産である村有林の整備の推進。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 直営林の整備
　　搬出間伐　9.16HA　獣害防除　5.00HA　準備地拵　0.31HA
個人が行う森林整備事業に対し、国県補助金への上乗せ補助の実施
植栽 0.69HA 下刈り 0.44HA 間伐 33.57HA 搬出間伐 2.59HA 枝打ち 0.37HA 獣害防除

37.33HA

実績・効果

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


